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迫
る
『
平
和
一
の
た
め
一
の
戦
争
展
』

　
誘
い
合
っ
て
学
び
あ
お
う
平
和
と
戦
争

　
８
月
９
日
・
1
0
日
、
中
央
公

民
館
を
会
場
に
、
昨
年
に
続

く
第
２
回
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
講
演
会
、
戦
争
体
験
の

語
り
、
戦
争
当
時
の
飛
行
機

工
場
の
未
公
開
フ
ィ
ル
ム
、

野
田
文
化
研
究
会
に
よ
る
朗

読
劇
、
水
木
し
げ
る
さ
ん
の

戦
争
体
験
に
よ
る
ド
ラ
マ
上

映
、
被
爆
体
験
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と

語
り
な
ど
の
催
し
物
の
ほ
か
、
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｛
日
本
車
は
酷
い
二

と
ば
か
り
し
て
き

た
。
お
前
た
ち
は
大

き
く
な
っ
た
ら
、
あ

の
中
国
大
治
を
一
度

見
て
｝
二
］
と
い
う

　
父
の
口
癖
で
あ
っ

　
私
の
父
は
、
上
海
事
変
を

皮
切
り
に
、
延
べ
四
年
余
り

を
中
国
大
陸
で
転
戦
し
て

き
た
と
い
う
。
現
地
で
地
雷

に
当
た
っ
た
り
、
フ
フ
リ
ア

実
行
委
員
の
調
査
と
学
習
に

よ
る
展
示
物
は
さ
ら
に
充
実

し
て
い
ま
す
。

　
関
綾
子
さ
ん
の
絵
が
描
か

れ
た
３
０
０
枚
の
う
う
幻
も
そ
れ

ぞ
れ
お
手
元
に
平
和
の
風
を

吹
か
せ
て
い
る
二
と
と
思
い

ま
す
。
絵
に
添
え
て
あ
な
た

の
メ
ッ
セ
し
ジ
を
書
い
て
、

前
日
宮
号
ま
で
に
実
行
委

員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
み

に
罹
っ
た
り
し
な
が
ら
も
な

ん
と
か
帰
還
で
き
た
。
し
か

し
、
中
国
で
の
お
ぞ
ま
し
い

体
験
に
生
涯
苦
し
み
、
浴
び

ん
な
の
思
い
つ
平
和
の
風
を

大
き
く
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

眠ヨ
　
Ｈ
月
１
５

目
（
土
）
午

後
の
捧
の

ホ
ー
ル
で
の

講
演
会
に
先

立
ち
、
石
川

さ
ん
の
写
真

面
を
開
催
す

変
っ
た
よ
う
に
饒
舌
に
な
り
、

悪
夢
の
よ
う
な
体
験
を
く
り

返
し
く
り
返
し
語
り
続
け
た
。

　
戦
地
で
は
、
生
杏
仁
中
国

「
四
書
醤
い
こ
＆
・

武p
昼

毘

一
一

に

「
ず
い
ひ
つ
流
星
」
発
行
人
辻
野
弥
生

る
よ
う
に
酒
を
飲
み
、
家
族

に
う
と
ま
れ
な
が
ら
、
つ
い

に
ニ
の
世
を
去
っ
た
。
晩
年

は
人
に
会
う
こ
と
も
拒
む
父

だ
っ
た
が
、
酔
え
ば
人
が

人
捕
虜
を
銃
剣
で
突
き
刺
し

た
り
、
民
家
に
火
を
つ
け
、
走

り
出
て
き
た
老
婆
を
火
に
投

げ
込
ん
だ
り
し
た
と
い
う
。

「
上
官
か
ら
突
け
Ｉ
’
・
と
命
令

そ
し
て
、
当
日
は
中
央
公
民

館
へ
友
達
を
誘
っ
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　
知
ら
な
か
っ
た
歴
史
を
知

り
、
平
和
へ
の
取
組
み
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

る
予
定
で
準
備
を
進
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
1
0
月
末
ご

ろ
の
１
週
間
、
市
役
所
Ｔ
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
第
１
候
補
に

場
所
を
確
保
し
ま
す
。

　
石
川
文
洋
さ
ん
は
４
年
間

に
わ
た
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

最
前
線
を
撮
り
続
け
、
戦
火

さ
れ
て
も
、
お
れ
は
殺
っ
と

ら
ん
ぞ
」
と
、
最
後
に
必
ず

付
げ
加
え
る
の
だ
フ
ス

　
父
の
う
め
く
よ
う
な
燥

三
日
は
、
見
事
に
戦
争
嫌
い

の
子
供
や
孫
を
育
て
あ
げ

た
。
私
は
憲
法
九
粂
を
待
つ

と
い
う
二
の
一
占
一
で
日
本

を
許
ら
し
く
思
い
、
二
よ
な

く
愛
し
て
い
る
。

　
‐
1
尾
粂
へ
の
想
い
』
へ
の
ｊ

Ｏ
Ｏ
字
程
度
の
万
福
を
お
特

一
句
し
て
い
ま
す
。

の
中
に
生
き
る
人
々
を
見
つ

め
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
た
戦

争
の
真
実
、
戦
争
と
は
何
か
、

人
開
と
は
何
か
を
問
う
写
高

談
で
す
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の

戦
争
証
跡
博
物
館
に
は
、
石

川
さ
ん
の
写
真
が
貴
重
な
戦

争
の
記
録
と
し
て
展
示
さ
か

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の

写
高
談
が
野
田
で
見
ら
れ

る
！
成
功
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

野田南地域九条の会　例会を毎月第2日曜日に開催すること
になりました。了月の例会では「国民投票法」を皆で学習、次回も引き

鏝き行う予定。８月は「平和のための戦争展jに集中するので、次回例

会は９月14日（日）PM 2時から南部梅麺公民館。

川間・北部九条の会　　次回1才９月６臼(土)陶コ寺30分ごら北

コミュニティセンター（場所が通常と異なＵます）で、遠藤徳三郎さ

んの戦争体験を聞いて、そのあと語り合いましよう。

　「地道通ｲ言」ができました。投稿加給なとも大歓迎。会の名称も募集中。
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戦争展・のだ2008
8月9日は）、10日ぐ日）両日とも崩ト1脚

●

紹時朽分･

演会

｢戦争と格差t

講師:i41k71
　ノンフィクションライター島本息子さん

は、著書「戦争で死ぬ、ということ」の

中で、格差を肯定する社会においては

上流から下流まで様々な動機から戦争

への期待が生まれ、やがてそれらがー

本化されでハくのではないかと危惧レCいると言いでいます。

あの戦争になだれ込んでいった時代に戻っているとも。

　今を見つめ、どう生きるか、戦争という暴力に向かわないた

　めに‥・。じ。くり考えてみませんか。

講師プロフィール

　　１９５１年大阪市生まれ。京都府立大学文学部卒業。

　「月刊奈良」「読売ライフ」編集恕を経て2C01年フリー

　に。著書「倒壊-一大震災で住宅ローンはどうなった

　か」「ルポ解雇」「戦争で死ぬ、ということ」など多数｡

　社会に対する鋭敏な開題意識、地道な取材と確かな文

　章力・構成力で評価を高める。

１ １ １５～
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１０：○○～

戦争体験を語る

日佐戸輝　さん

太平洋戦争当時の飛行機工場では！｜

　　フィルムと語りで再現じますｉ

　１３：００～

・朗読劇

ｉ　「どっきりぱけくらべ」

！　「戦場」

｢新しい憲法の話しよりJJ
」

野田市中央公民館入場無料

展示　　８月９日、１０日　１０時～１７時

731部隊を中心に写真と解説

遺骨収集団に参加して

小さな島に大きな軍隊～沖縄の苦しみ～

教科書の中の戦争

15年戦争とアジア侵略

原爆と人問像､関連図書､古い新聞の原爆特集記事

憲法条文(前文と第九条)クイズ

市民の描いた原爆の絵

社会保障の連続改悪と消費税

世界に輝<九条、誕生･関宿九条の会

戦争時代の資料:旗､写真､軍事郵便､戦陣訓など

戦争中の日本国民の食事

野田九条の会の歩み

ヒットラーを求めた時代と今

繰り返してはならない過ち･広島、長崎の原爆写真

米軍再編で変貌する日本

野田の画家･関綾子さんの絵

平和の風うちわ　野田の画家、閲綾子さんの桧と皆さん

　　からの平和のメッセージでつくった200枚のうちわ

手作りコーナー　うちわに自分で描き平和の風を吹かそう
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｜

漫画家水木しげるさんの戦争体験にi

もとづくドキュメンタリー
■ － = ･ ･ ･ ･

－一一一一
１３：○○～

戦争を語る野゜市戦争語り剖の会ｉ

　　宦奮4-画仙Ｌき_｡り|－ａｓｕ一払|東京大空襲とシベリア抑留体験|

..･‥･･----一皿-･'I･･'･･･
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ｉ１４：３ｏ～

１４：４５～

lみんなで

　　　うたいましょう|

ぽ被爆者からの伝言」上映＆
ﾚﾌiﾇ56

こよる被爆体験の実相

　　　　　････････■･･･････====･--=

10卯

　-

９日・土

１０日一日

11 00 11 15

-

11 45 13 30i3 45

-

戦争体験

　語り:日佐戸輝
休憩

戦時飛行

機工場で
休　憩 朗読劇 休憩 講演会:戦争と格差社会

-
＿ltSG14:d5

ドキュメンタリー上映 休　憩
戦争体験を語る

　　野田市戦争語り部の会
うた 被爆体験

主催：平和のための戦争屋・のだ２００８実行委員会

問い合わせ先田口:7129-4297、高木:7129-5007、松本:7122-8704、小林:7121-0880、伊藤:7125-3181
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